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1.は じめ に

2006年7月5日 未明か ら夕方にかけて北 朝鮮 は、「ノ ドン」、「テポ ドン2号 」 ミサ イル

を含めて7発 の弾道 ミサ イルを発射 した。 いず れ も数分 後、 日本の沿岸 か ら数百キ ロ離れ

た 日本海 に着弾 した。

1998年8月31日 のテ ポ ドン発射実験 以来、 日本 は北朝鮮 の弾道 ミサ イルに対抗す るた

めの措 置 を情報収 集衛星の整備 などで行 って きた。

そ して、今 回の弾道 ミサ イルの発射 を受 けて、 日本 は ミサ イル防衛 シ ステムの導入 を決

め、我 が国の防衛態 勢 をい っそ う強固 にす ることに した。 ここでは、それ らの防衛態勢 の

整備状 況等 を検討 してみた。

ところで、我 々は常 日頃か ら、新 聞、TV等 で ミサ イルに関 して は、 よ く見聞 きしてい

るが、そ れに もか かわ らず 、今 ひ とつその難 解 な専 門用語 の理解 に苦 しむ場合 が多 々あ

る。 それゆえ、 ここでは、 ミサ イル全般 について も検討 した。

2.ミ サイル とは何か

ミサ イル(missile)と は、石 ・矢 ・投 槍 な どの投 げ られ る武器、す なわち飛 び道具 の

意味 であ る。 また小都(20041に よる と、「ミサ イル とは、 自己で推 進力 を持 ち、その飛

行経路の一部 または全部 を誘導制御 システムに よ り進路 を変 えなが ら正確 に 目標 をめ ざ し

て飛 び、それを撃破す る無 人の飛翔体 である」Pとい う。

また、 ミサ イルのルー ツ とい われ る もの と しては、第二 次世 界大戦 中に ナチ ス ・ドイ

ツが 開発 したV1(パ ル ス ・ジェ ッ トを使 った有翼式 ミサ イルで、巡航 ミサ イルの元祖)、

V2(燃 料 にアル コール、酸化剤 に液体酸素 を使 う液体 ロケ ッ トで、弾道 ミサ イルの元祖)

等が あ る。 なか で も、V2ロ ケ ッ トは、戦 後開発 されたICBM(lntercontinentalBallistic

Missile:大 陸 間弾道 ミサ イル)、IRBM(lntermediateRangeBallisticMissile:中 距離弾道

ミサ イル)、SRBM(ShortRangeBallisticMissile:短 距離弾 道 ミサ イル)、 宇宙 開発用 ロ

ケッ トなどのすべての ルー ツ となっている。
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2.1ロ ケ ッ トとミ サ イ ル の 違 い

ロ ケ ッ ト(rocket)は 、 燃 料(fuel)と 酸 化 剤(oxidizer)を 機 体 内 に も ち 、 こ れ ら

を 燃 焼 室(combustionchamber)で 燃 や し、 そ の 燃 焼 ガ ス の 噴 出(theejectionofthe

combustiongas)か ら 起 こ る反 動(reaction)で 前 進 す る機 体((vehicle)で あ る。 そ れ ゆ

え、燃 焼 に、 大気 中 の 酸 素 を有 す る空 気 が な く と も飛 ぶ こ とが 可 能 で あ る。

ロ ケ ッ トの燃 料 に は 、 固 体 燃 料(solidfuel)と 液 体 燃 料(1iquidfue1)と が あ る 。 前 者

を 固体 推 進 剤(solidpropellant)、 後 者 を液 体 推 進 剤(liquidpropellant)と も い う・ 固 体

燃 料 を使 う ロ ケ ッ トを 固体 燃 料 ロ ケ ッ ト(solid-fuelrocket)、 液 体 燃 料 を使 うロ ケ ッ トを

液 体 燃 料 ロ ケ ッ ト(liquid-fuelrocket)と い う。

2.2液 体燃料 ロケ ッ トと固体燃 料ロケ ッ ト

固体燃 料 ロケ ッ トと液体燃料 ロケ ッ トを比較 した とき、固体燃料 ロケ ッ トは 、取 り扱 い

や貯蔵 が簡単で保存が利 き、 また燃焼面積 を大 きく取 れ るので大 きな推力 が得 られ る。そ

の反面 、一度点火 ・燃焼 させ ると中断、再点火がで きない。

それ に対 して 、液体燃料 ロケ ッ トは構造が複雑 であ るが制御性 に優 れ、燃 焼 を中断 させ

た り再点火 した り、推 力 を調整す るこ とが可 能であ る。それ ゆえ、固体推 進剤 を使 うピー

スキ ーパ ーで も、加 速に使 うブース ター部分 は固体 燃料 ロケ ッ トであ るが、弾頭部分 は液

体燃料 ロケ ッ トを使 ってい るの もこのためである。

ところで、 ミサ イルとロケ ッ トの区別は、必ず しも明確 ではない。い くつか の誘導 され

ない 「ロケ ッ ト弾 」 な どは、missileと 呼 ばれる こ ともあ るが、一 般 にはrocketと い われ

る。一般 に 「ロケ ッ ト ・エ ンジ ン」その もの も、rocketと い う。

一方
、missileの ほうは、 ロケ ッ ト ・エ ンジ ンの場合 も、ジェ ッ ト ・エ ンジ ンの場合 もふ

くめて、そ う呼 ばれる。特 に誘導 され る場 合は、missileと い うのが一般的で ある。

2.3ミ サイル の推進 システム

ミサ イルの推進 システム とは、 ミサ イルの動力 を 発生す るシステムで、いわゆ るジェ

ト推 進(自 分が吐 き出 した ガスで推進す る)で 行 う。またこのジェ ッ ト推進 は、 ロケ ッ ト・

エ ンジ ンか、空気 取 り入 れ型の ジェ ッ ト ・エ ンジ ンかの どち らかで得 られ る。 ロケ ッ ト・

エ ンジ ン搭載 の ミサ イルは、機体の 中に燃料 と酸化剤の両方 を もってい るため に空気 のな

い宇宙空 間で も飛 行で きる。 しか し、ジェ ッ ト ・エ ンジ ン搭載 の ミサ イルは、機体 の中に

は燃料 しか積 んで いないので、酸素 は飛行 中に空気 か ら取 り入れ る。
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こ の ジ ェ ッ ト・エ ンジ ン に は、 ラ ム ジ ェ ッ ト ・エ ン ジ ン(ramjetengine)と タ ー

ボジ ェ ッ ト ・エ ンジ ン(turbojetengine)が 使 わ れ る。 前者 は、 空気 取 り入 れ 口(air

intake)の 設 計 に よって、 流入 す る空 気 の圧 力 を高 め、そ の 高圧 の空 気 中で、燃 料 を

燃 や し、 そ れか ら生 じる高 温 の ガス を噴 出 させ て推 進す る。 後者 は、 空気 圧縮 器(air

compressor)と 、 ガス ター ビン(gasturbine)の ついたエ ンジ ンで あ り、圧縮器空気 を高

圧 に して、その 中で燃 料 を燃 や し、発生す る高温 高圧 の ガス をター ビンに吹 き付 ける と、

ター ビ ンは高速度 で回転 して、 ター ビンを動 かす力 を生 じ、いっぽ う、 ター ビ ンを通 った

ガスは、後方へ噴出 して、推進力 を生 じるので ある。

O
O
刈

Z
ρ
ω

2.4ミ サイルの飛翔経路

ブース ト段階:ミ サ イルが発射 され てか らロケ ッ トの ブース タ(エ ンジ ン)が 燃焼 を終

えるまでの 問を指す。 通常3か ら5分 間で、 この間 に ミサ イルは大気 圏外 に到達 し、弾道

が 目標 に命 中す る ように計算 され た軌道 に乗 る。 ミサ イルを迎 撃す る場合 には、 この段 階

ならば撃墜の可能性が高 くなる。

ポス ト ・ブース ト段 階:ブ ー スターの燃焼 を終 えた ミサ イルが弾頭 を放 出 し終 える まで

の 間 をい う。特 に 、1基 の ミサ イルが 単弾頭 で な く、複 数の 弾頭 を持つ場 合(正 確 には

個 々の弾頭 を納めた複数の再突入体)に この段 階があ る。

ミッ ド ・コース段 階:軌 道 に乗 り再 突入体 を放 出 、弾 道飛行 しなが ら大 気 圏再 突入 す

る まで をい う。放 出 された再突 入体 は慣性 に よ り弾 道 を描 きなが ら上 昇 を続 け 、高度約

1,200kmに 達 した後 、降下 ・再 突 入す る。 再突 入速 度 はマ ッハ20を 超 え る といわ れる。

全航程の 中で この段階が最 も長い。

終末段階:大 気圏へ の再突入 か ら 目標 に命中す るまでを指す。ICBMの 各段 階の中で こ

の段階が一番短い。

2.5ミ サイルの誘導 ・制御 システム

ミサ イルの誘 導制御 シス テム とは、 ミサ イルが飛行 中に なん らか の原 因で飛 行経路 に誤

差が生 じた とき、その誤差 を修正 して 目標 に向か うようにす るオペ レーシ ョンであ る。そ

の誤差 の修正 をす るため には、 ミサ イル 自身が正確 に リアルタイムに位 置、速度、姿勢 な

どの情報 が必 要 となる。 これをナ ビゲー シ ョン(航 法)と い う。順序 と しては、 まず 「航

法 」が あ り、つ ぎに誤差修正 のため に 「誘導 」し、 目標 方向 に ミサ イルの向 きを変 えさせ

なければな らない。 これが 「制御 」であ る。一般 に航 法 ・誘導 ・制御 を統括 して誘導 シス
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テ ム と言 っ て い る。

ミサ イル の誘 導 に は 、 つ ぎの もの が あ る。

慣 性 誘 導(inertialguidance)一 発 進(1aunching;lift-off)の あ と、 ミサ イ ル は 慣 性

(inertia)に よ っ て 、弾 道 曲線(ballisticcurve)を え が い て飛 行 す る。 も し進 路 に誤 差 が

生 じる と 、前 もっ て 内 部 調 整 さ れ た制 御 装 置(controlsystem)が 働 き、 進 路 修 正(the

correctionofthepath)が 行 わ れ る。 これ を慣 性 誘 導 とい う。

指 令 誘 導(commandguidance)一 外 部 の 指 令 所(commandstation)か ら 送 信 され る情

報(information)に よ っ て 、 ミサ イル の進 路 を修 正 しな が ら誘 導 す る 方 式 。

自動 追 尾 誘 導(homingguidance)一 こ れ は 、 目標(target)か ら 自然 に放 出(radiate)

さ れ る可 視 光 線(visibleright)や 、 赤 外 線(infraredrays)を た よ りに、 また は 目標 か ら

反 射(reHect)さ れ る レー ダー 信 号(radarsignals)を た よ りに 追 尾(home)す る 方 式 で

あ る。

ま た 反 射 さ れ る レ ー ダ ー の 信 号 が 、 ミサ イ ル 自身 の 発 信(transmit)し た もの で あ る

と き、 能 動 追 尾(activehoming)と い い 、 そ の 信 号 が 、 外 部 の 発 信 所(transmitting

station)か ら 送 信 さ れ た もの の 反 射 で あ る と き を、 半 能 動 追 尾(semi-activehoming)と

い う。 ま た 、 レー ダー 信 号 に よ らず 、 目標 か ら放 出 され る可 視 光 線(visibleright)や 赤

外 線(infraredrays)だ け に 頼 る場 合 を受 動 追 尾(passivehoming)と い う。

ビー ム乗 り誘 導(beam-ridingguidance)一 地 上 か ら 目標 に 向 か って 、 電 波 、 光 、音 な ど

の方 向 表 示 信 号(beam)を 出 し、 ミサ イ ル は そ れ に したが っ て 、 み ず か ら操 縦(steer)

し て 、 目標 に命 中す る方 式 。

2.6ミ サイルの制御

誘導 に よ りどの方向 に行 けば命中で きるかが決 まる と、 ミサ イル をその よ うに操舵 する

必要が ある。 これを姿勢制御 とい う。姿勢制御 には次の ものがあ る。

舵面制御

ロケ ッ トにつ いている小翼 の一部 を動 か して制御す る。

ジェ ッ トベ ー ン制御

ロケ ッ トの噴射 口の後 ろに板が あ りこの板 の向 きで噴射 の向 きを変 える。

ガスジェ ッ ト制御

メイ ンエ ンジ ンとは別に小型 エ ンジ ンが四方に付 けてあ りこれ を吹かす ことで制御す る。

シ ンバ ル制イ卸
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メインエンジン全体 を必要な方向に動か し制御する。
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2.7ミ サイルの弾頭

ミサ イルの最終 目標 は意図 した 目標 に爆 弾(ミ サ イルの場合 は、弾頭 とい う)を 運搬す

るこ とである。弾頭 もその ミサ イルの役割 に よって様 々である。 また、 ミサ イル、戦略 ミ

サ イルの弾頭 は、大量破壊 兵器(核 ・生物 ・科学 兵器)で あ り、戦術 ミサ イルの ほ とん ど

は高性 能爆薬(highexplosive)で あ る。

ミサ イル 自体 は弾頭 の運搬 手段 で あ り、弾頭 こそ ミサ イルの 中心 であ る。 この弾頭 は、

目標 と要求 される効果 に大 き く依存 している。 目標 には、陸 ・海 ・空 のすべ てが対象 とな

る。 目標 とす る破壊物 に も、直接 命中 しなければな らない場合 と、 命中 しない まで も近 く

で爆発 すれば破壊 で きる もの もあ る。

また、ICBMの 弾頭 の方式 に は単弾頭 方式、MRV方 式(MultipleReentryVehicle:多

弾頭再突入体)、MIRV方 式(MultipleIndependentlyTargetableReentryVehicle:個 別誘

導 複数 目標 弾頭)な どがあ る。MRVお よびMIRV方 式 では 、複数 の弾頭 がRV(Reentry

Vehicle:再 突入体)と 呼 ばれる特 殊 なカプセル に納 め られてお り、再 突入時 に弾頭 が保護

される ようになっている。

2、8弾 頭の種類

ミサ イルの弾頭 に もつ ぎの ような多 くの種類 があ る。

(1)爆 風弾頭(ブ ラス ト弾頭)

主 に爆発時 の爆風 によ り破壊す る ように設計 され た弾頭 で、爆 発時 に中心 か ら同心球状

に超高圧 の圧力波 が伝播 す る。 この衝撃波 が密度、圧力 、温 度の急 激 な変化 を起 こして破

壊 す る。

(2)破 片弾頭(フ ラグ メンテーシ ョン弾頭)

爆 発時の破片 に よ り破壊 す るように設計 された弾頭で、 その破 片は爆 薬の周囲 を取 り囲

むケースの破片であ る。

(3)連 糸売ロッ ド弓単豆頁

破 片弾頭の変形で あ り、単 な る破片 よ りも長 い金属棒 に したほ うが効果があ る。 この金

属棒 が爆 発時に輪 にな るように拡張す ることによ り、破片 よ りも大 きな損傷 を与 える。

(4)成 形炸薬弾頭

対 戦車 ミサ イルな どに使 用 され る弾頭で、三 角錐状 に穿 った形状 の爆 薬の後 ろに点火器
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を配 置 した もので、爆発 時に細 い ジェッ トにエ ネルギーを集約 させ るこ とによ り装 甲に穴

を開ける ことがで きる。

(5)ク ラス ター弾頭

サ ブ ミュニシ ョンと呼ばれ る子爆弾 を数十個 または数百個収容 した大型 のケースの弾頭

で、 目標地 点の上 空で これ らを射 出 し、散布 す る。子 爆弾 は ラ ンダムに落下 し小型 パ ラ

シュー ト、 リボ ン、小翼 な どで落下 の安 定 コン トロー ルを行 う。 この子爆弾 は、破片 、爆

風 、科学 、生物 、焼夷弾 な どを混ぜ て使用 される こともあ る。

2.9ミ サ イ ル の種 類

誘 導 ミサ イル の 分 類 法 に は発 射 点 と 目標 点 に よ って 区別 す る ものが あ る。

SSM(surface.to-surfacemissile)の 略 字 、 「地 対 地 ミサ イ ル」 と い わ れ る。Surfaceは

「地 上 」 「水 上 」 の 意 味 で 、SSMは 「地 上 」 また は 「水 上(艦 上)」 か ら 「地 上 」 に 向 け て

発 射 され る ミサ イ ルの こ と。

SAM(surface・to-airmissile)の 略 字 。 「地 対 空 ミサ イ ル 」 とい わ れ る 。 「地 上 」 ま た は

「水 上(艦 上)」 か ら、 「空 」 の飛 行 機 や ミサ イル に 向 け て 発 射 され る。

AAM(air.to-airmissile)の 略 字 。 「空 対 空 ミサ イル」 と言 わ れ る 。飛 行 機 か ら他 の飛 行

機 や ミサ イル に 向 け て 発射 され る。

ASM(air.to.surfacemissile)の 略 字 。 「空 対 地 ミサ イ ル」 とい わ れ る。 飛 行機 か ら、 地

上 の 陣 地(groundposition)や 、 水 上 の艦 艇 に対 して発 射 され る もの 。

USM(underwater-to-surfacemissile)の 略 字 。 「水 中対 地 ミサ イル」 の の 略 字 。 水 中 の

潜 水 艦 か ら、 陣 地 を攻 撃 す る もの 。

UUM(underwater-to-underwatermissile)の 略 字 。 「水 中対 水 中 ミサ イ ル」 とい わ れ る。

水 中の 潜 水 艦 か ら、 水 中 の他 の潜 水 艦 を攻 撃 す る た め の もの 。

SUM(surface-to-underwatermissile)の 略 字 。 「地(艦)対 水 中 ミサ イル」 とい わ れ る。

Homing(追 尾)方 式 に よる誘 導 魚 雷(guidedtorpedo)の こ とで あ る。

一 方 用 途 別 の 区 別 に は 、戦 略 ミサ イル(strategicmissiles:比 較 的 長距 離)が あ る。

戦 略 ミサ イル

大 陸 間弾 道 弾(ICBM:IntercontinentalBallisticMissile)と は 、 発 射 後 わ ず か数 分 で

ブ ー ス ター(ミ サ イ ル を加 速 す る ロ ケ ッ ト ・エ ンジ ンあ る い は モ ー タ ー)を 燃 焼 し終 え、

後 は慣 性 に よ っ て弾 道 を描 い て 飛 翔 す る ミサ イル の こ とで あ る。 そ の飛 翔 過 程 は 、 宇 宙 開

発 に 使 わ れ る民 間 用 ロ ケ ッ トとほ ぼ 同 じで あ る 。 第 二 次 大 戦 中 の ドイ ツが 開発 したA4ロ
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ケ ッ トが 原 型 で あ る。 また 弾 道 ミサ イル に 分 類 され る もの と して は 、 「ICBM(大 陸 間 弾

道 ミサ イ ル)、SLBM(SubmarineLaunchedBallisticMissile:潜 水 艦 発 射 弾 道 ミサ イ ル)、

IRBM(lntermediateRangeBallisticMissile:中 距 離 弾 道 ミサ イル)、SRBM(ShortRange

BallisticMissile:短 距 離 弾 道 ミサ イ ル)な どが あ る。」2)
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3.巡 航ミサイル防衛

巡航 ミサ イルは、沿岸付近 の艦 船か ら発射 で き、 レー ダーの カバ レッヂ外 の空域や 、地

上の起伏 を利用 して飛翔 で き 、目標 に向か う能力 をもってい るので 、核 ・生物 ・化学弾頭

を搭載 すれば大 変な脅威 をもた らす。

坂上(2004)に よれ ば、「巡航 ミサ イル は 、費用対効 果の高 い兵器 であ る。 こ こ数年 の

高い技 術的進歩 に よ り、内臓 コンピュター等が安価 に購 入で きる ように なった。それゆえ、

世 界中で約81力 国が保 有 してい るといわれ てい る。」3)

米情報当局 は、2015年 まで には、10か ら20力 国が地上攻撃型 の巡航 ミサ イルを保有す

るであろ うといってい る。

巡航 ミサ イル 防衛 として米 国 は、複 数 の監視 シス テ ム と陸 ・海 ・空 の プ ラ ッ トホー ム

か ら発 射 され る各種 迎撃 手段 で対応 す る。 しか し、巡航 ミサ イル は航 空機 と似 てい るの

で レーダー上 での判 別は困難 を伴 う。 それゆ え、 イージス艦 のSPYレ ー ダーな どの探知 シ

ス テム と どの ように繋 ぐか、味方 の航空機 と敵 の ミサ イルを識別す る統 合画像(SIAP:

SingleIntegratedAirPicture)を どの ようにす るか とい う課題 がある。

日本の場合 は、航 空機 発射の巡航 ミサ イルに よる地上攻撃 よ りも、艦艇発射 の巡航 ミサ

イル による艦 船攻 撃及 び本土沿 岸攻 撃の可 能性 が高 くなる。 発射 プ ラ ッ トホームの監視

は、海 ・空 自衛隊 の監視航空機(AWACS及 びP-3C等)に よ り行い、情報 を水上部 隊に

知 らせ 、水 上部隊 の艦 載UAV(UnmannedAerialVehicle:無 人機)ま たは搭載哨戒機 に

よ りその位 置 を確 認 し、電波探知機(ESM:ElectricSupportMeasure)、 艦載 レー ダー等

に よ り巡航 ミサ イルを探 知 し 、対空 ミサ イル、ASCM(AntiShipCruiseMissile)、 電 波

妨害 器(ECM:ElectricCounterMeasure)等 によって対処 す る。 しか しなが ら、対 処時

間が 限定 され 、低高度 で進入す るのでその探 知 には極め て困難が伴 う。

4.弾 道ミサイル防衛

弾 道 ミサ イル防衛 には 、探知 追尾 システム 、迎撃 システ ム及 び指揮 ・管制 ・戦 闘管 理 ・

通信(C2BMC)シ ステムの三つの システ ムがあ る。

日本のミサイル防衛について2m
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発射 された脅威 とな る弾道 ミサ イルは、 まず宇宙か ら探知 される。 当面 は早期 警戒用の

DSP衛 星が探知業務 を受 け持 つ ことになる。

次 に弾道 ミサ イルの初期加速上昇期(ブ ース ト・フェー ズ)で 発射 地点 との位置関係 に

もよるが超遠距 離探 知が可 能な陸上配備 の コブ ラ ・デ イ ンFPS-108、 陸上配備 レー ダー ・

プロ トタイプGBR-Pな どが活躍 す る。 さ らに弾道 ミサ イル発射 基地 の近海 に イー ジス艦

がい る場合 には、SPY-1レ ー ダー によって 目標探知 追尾 が行われ る。 これ らの陸上配置 ま

た は海上配置 レーダーは独 自に 目標探知 をす る ことが で きる。

全 ての 目標探知 デー ターは指揮 ・管 制 ・戦 闘管 制 ・通信(C2BMC)セ ン ターに送 られ

交戦す る場 合は 、迎 撃武器が指示 される。 この初期加速上昇期 では、航空機搭載 レーダー

ABL、 海上配備 ミサ イルSM-3な どが迎 撃に使 用 される。

飛翔 中間期(ミ ッ ドコー ス ・フェーズ)は 弾道 ミサ イルのブース ターの燃焼終了 後 、上

昇 し大気 圏外 に出て弾道軌跡の最高点 に到達 後下降 して大気 圏に再突入す る。 中間期 の弾

道 ミサ イル迎撃用 には陸上配備 インターセプ ターGBIが 使用 される。しか し高 度如何 に よっ

て は陸上 配備THAAD(戦 域高 々度エ リヤ防衛)や 海 上配備SM-3が 迎撃 に使用 される場

合 もあ る。

飛 翔終 末期(タ ー ミナ ル ・フエ ーズ)で は、陸上 配備 及 び海 上配 備 システ ムが 始動 す

る。その場合陸上配備 のTHAAD及 びPAC-3が 迎撃 に使用 され る。

さ らに イージス ・システム艦 はSPY-1レ ー ダー とい うセ ンサ ー及 びス タンダー ド ・ミサ

イルSM-3と い う迎撃武器 によ り、弾道 ミサ イルのあ らゆる飛 翔 フェー ズに対応す る。

次 に 日本本土 に とって脅威 とな る弾道 ミサ イルBM(中 距 離弾道 ミサ イルIRBM[射 程

1,000kmか ら5,500km]と 準中距離弾道 ミサ イルSUBIRBM[射 程500kmか ら1,000km])

につ いて 、北朝鮮 と中国お よび米 国の弾道 ミサ イルについて考 えてみ る。

5.北 朝鮮

北 朝 鮮 の 「ノ ドン」 は 、1993年5月31日 、 日本 海 に向 け て初 発射 され た。 この新型

ミサ イルは550km飛 翔 し能登半 島沖 に着 弾 した。 ノ ドン弾 道 ミサ イル は、単段 の単発 液

体 ロケ ッ ト ・エ ンジ ンで推 進 され る ミサ イルで、全 長16m、 直径1.35m、 発射 時重量

16.25ト ンの中距離IRBMで 、推進剤 は、燃料 にTM185(ケ ロシ ン80%、 ガソリン20%混

合)、 酸化 剤 にAK-271(硝 酸HNO373%、4酸 化2窒 素27%混 合)を 使 用、常温 で ミサ

イルの タンクに貯蔵 で きる。ノ ドン ・ミサ イルの射程は、弾道重量が1.2ト ンな らば1 ,350

kmと い われ、弾 道が700kgな らば、1,500kmも 飛 ぶ といわれ る。そ れは、沖縄本 島を除
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く日本列島のほ とん ど全て を射程内 に入れ ることがで きる。

「テ ポ ドン(1号)」 ミサ イ ル は、 全 長 が25.5mの2段 ミサ イ ルで、1段 目は直 径

1.35mの ノ ドン ・ミサ イルが 使 われ てい る。その上 部 に2段 目と して直 径0 .884mの ス

カ ッ ド改B(火 星5号)を 乗 せ てい る。1段 目に使 われた ノ ドン ・ミサ イル は推 力が26

トンもあ るため、 ノ ドン単 独の発 射重量16 .25ト ンに対 して、 余剰 推力が約10ト ンも出

たために、 この ような速成 の2段 ミサ イル を比較 的容易 に造 るこ とがで きた と言 われる。

「テポ ドン1号 」 は弾 道重 量1ト ンか ら1.5ト ン、射程 は、2,200kmか ら2 ,500kmのIRB

Mと いわれてお り、沖縄本 島か ら小笠原諸島 まで も、その射程 内に入 って しまうとい われ

ている。

鳥羽(2006)に よる と、「BM-25新 型 弾道 ミサ イル(SS-N-6)は 北朝鮮 が 開発 した最

新 の弾道 ミサ イルである。射程 は4000kmと 推 定 されてお り、 グアム島まで もがその射程

圏内にある。空か らの探知が極 めて困難 な自走起立式 発射 機 に搭載配備 されてい るとい わ

れる。」4)

ここ10年 の 問に北 朝鮮 は、旧 ソ連 の スカ ッ ド ・ミサ イル をベ ー スに した短距離弾 道 ミ

サ イル(射 程300か ら500km)を 開発、製造 、配備、輸 出 して きた。 また ノ ドン ミサ イル

も開発、製造、配備 して きた。 この射程 は1,000kmと1,300kmの2種 類あ る といわれて

お り、1993年 には 日本海 に向けて試験 発射 され た。

この ノ ドン ・ミサ イル は日本が標的 となってお り、 日本列 島の全てがその射程 に入って

お り、その数 は200基 以上 といわれ てい る。 さらに北朝鮮 は射 程1500km以 上 の テポ ド

ン1、 射 程3 ,500か ら6,000kmと され るテポ ドン2を 開発 中であ る。1998年8月 には 日

本列島 を越 えてテ ポ ドン1が 太平洋 に落下 した。

また、 ノ ドン ・ミサ イル について は、す でに開発が終了 し 、実線 配備 され、我が 国は完

全 にその射程 に入 っている といわれ る。 これ を確 実 に阻止 で きる手段 は現在の 日本 は まだ

保 有 していない。

坂 上(2004)に よる と、「北朝 鮮が ノ ドン ・ミサ イルに搭載 で きる ような小型 の核 弾頭

をすでに保有 してい る とは今の ところ考 え られてい ないが 、核 開発 の研 究は続行 されてい

る と言 う。」5)また 「北朝鮮 は生物/化 学兵器 製造 とそ れ を散布 す る技 術 を所 有 してお り、

ミサ イルに搭載す る生物 及び化 学弾頭 を配備す る能力 もある」 とも言 われている。

北 朝鮮 が ただ単 に 「核 を保 有 してい る」 と言 うの と、実 際 に核 搭載 ミサ イルの研 究 開

発 が終 了 してい るの とで は 日本 の安 全保障政 策は抜 本 的に変わ って くる し、 もうす でに 、

核 の小型 化 を完 了 してい る とす れば、そ れ に対応 で きる ミサ イル防衛体 制 の整 備が急 が

m
O
O
刈

Z
ρ
ω

日本のミサイル防衛について203



語
学
教
育
部
ジ
ャ
ー
ナ
ル

れ る。

6.中 国

DF-3「 東風一3」 は、中国が1960年 代初頭 か ら、常 温で タンク内 に保存 で きる ミサ イ

ルの液体推 進剤 を開発 して きたが、その推進剤 を使 用 した最初 のIRBMで ある。DF-3は 、

単段 の ミサ イルで、全 長24m、 直径2.25m、 弾頭 重 量2.15ト ン、発 射時 全重 量64ト

ン、4本 のク ラス ター液体 ロケ ッ ト ・エ ンジンで発射 ・推進 され る。射程は初期型のDF-3

は2,650kmで あった。1986年 にDF-3の 改良 が行 われ、射程 は2,800kmに 延 びた。 この

改 良型が、DF-3Aと 呼ばれ、 このDF-3AIRBMな ら、中国東北部の吉林省 の北朝鮮 との

国境 越 しに、 日本本土の全てがその射程内 に入 るとい われてい る。

ICBM(大 陸間弾道弾)に ついては 、開発はすで に終了 してお り、 さ らに新型ICBM(東

風31)の 発射実験 を実施 して お り、中国 の領 海か ら米 国本土 に到達 す るSLBM(巨 浪2)

の開発 も進行 してい る。

中距離弾道 ミサ イルにつ いては、我が 国を射程 に納 める ミサ イル を100基 保有 してお り、

従来のCSS-2(東 風3)か ら命 中精度が 向上 したCSS-5(東 風21)へ 転換 しつつ ある。 ま

た潜水艦 か らの ミサ イル巨浪1も 要注意 である。

DF-21は 、潜水 艦発射 のSLBM(JL-1「 巨浪1」)と して開発 され た弾 道 ミサ イルであ

る。 これは 固体推 進剤 ロケ ッ トの ミサ イルで ある。DF-21は 、全長10.7m、 直径1.4m

の2段 式 固体推進剤 ロケ ッ トを使 ったIRBMで 、弾頭重量 が600kg、 発射時全重量14.7ト

ン、射程 は1,700kmで あ る。

その後、DF-21の 射 程延長 のため、 ミサ イル機 体重量 を減 ら して、2段 目推力 を上 げ、

射程が1,800kmに なったのがDF-21Aで ある。

7.米 国

ア ジアの弾道 ミサ イルの脅威 は、1,000、3,000、5,000km以 上 とい う射程間隔 に基づ い

てお り、それぞ れ、戦域 、地域 、 とグローバ ルの脅威 と言 え よう。戦域 の射程 範囲で は、

終末段 階 として、パ トリオ ッ トPAC-3やTHAAD(戦 域高 々度エ リヤ防衛)、 中間段 階 と

して、 イージス艦搭 載の海上配備型 ミッ ド ・コー ス ・デ ィフェ ンス ・システ ムが有用 なシ

ス テム となる。 グローバ ルの脅威 では、海上 配備型 ミッ ド ・コース ・デ ィフェ ンス ・シス

テムやTHAAD等 が有用 とな る。 よ り長距 離の射程範 囲で は海上/地 上 ミッ ド ・コー ス ・

デ ィフェ ンス ・システムが ある。
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特 に、初期段階配備 が決 まった海上配備型 の ミッ ド・コース ・デ ィフェンス ・システム

と、終末段 階用 のパ トリオ ッ トPAC-3の 組み合 わせ は、戦域 及び地域規模 の脅威 に対応

しうる ものであ る。 これ らが、現 在、米国 の ミサ イル防衛庁(MDA)が アジア地域 用 に

すすめてい るプログラムであ る。
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8.日 本の防衛

我が国周辺 には、1998年 にテポ ドンを発射 した北朝鮮 をは じめ 中国、 ロシアな ど、 日本

を射程内 に収 める弾 道 ミサ イルお よびWMD(大 量破壊兵器)を 保 有す る国が存在 し、弾

道 ミサ イル攻 撃 あ るい は、政治 的 な桐 喝 ・威嚇 にそれ らが使用 され た りす る可 能性 が高

い。それ に もか かわ らず、 日本は現在 までの ところ、弾道 ミサ イルの脅威 に有効 に対応 し

うる手段 を保持 してい ない。 また弾道 ミサ イル攻 撃 を受 けた場合 の莫大 な被害が予想 され

るに も関 らず、 まだそれ相応の対応策 に脆弱性 を有 している。

それゆ え、 日本 が弾道 ミサ イルを保持 ・運 用す る理 由 と して、1)日 本 国民 、国土 を守

る、2)日 本 の自衛 隊、基 地 ・施設 を守 る、3)在 日米軍、基地 ・施 設 を守 る、 こ とな どが

上 げ られ る。

日米 同盟 の視 点か らみた場合、我が 国が弾道 ミサ イルの脅威 に対 処 してい くために、 日

本 自 ら防衛手段 を構 築 してい くこ とは、 日米同盟の強化 につなが るので ある。我が 国が弾

道 ミサ イル防衛 システ ムを保持 した場 合、 日本国民 ・国土 や 自衛隊お よび在 日米軍等 を直

接的 に守 るこ とが可能 になるのである。

敵対 的な国家等 が攻撃可能 な弾道 ミサ イル を保持 してい る場合 は、弾道 ミサ イルの使用

を思い とどま らせ るため に、抑 止力 と しての軍事 力 が必要 となる。抑止 が崩壊 した後 に

は、敵 の弾道 ミサ イル攻 撃 を無力化 す る必 要が ある。その方 法 と しては、1)弾 道 ミサ イ

ル を発射す る基 地 を直接 攻撃 し、弾 道 ミサ イルを発 射前 に無 力化す る。2)敵 が弾 道 ミサ

イル を発射 した後、飛 来 した弾道 ミサ イル を迎撃 して無力化 す る。3)飛 来 して くる弾道

ミサ イルの迎撃 に失敗 し、弾道 ミサ イルが着弾 して も、被害 を最小 限に くい とどめ るため

に、防護 目標 の欺 購や シェル ター等 への避難 をす るな どの事前措 置が必要 となる。

中冨(2005)に よる と、「日本政府が ア メ リカ発 の ミサ イル ・デ ィフェ ンスの導 入 を正

式決定 したの は2003年12月 の ことで あ った。」6)そして、 この ミサ イル ・デ ィフェンスの

システム は 「新防衛計画大綱 」 に盛 り込 まれ、 これ に基づ いて 日本へ 飛来す る弾道 ミサ イ

ルを ミサ イル ・デ ィフェ ンスで迎撃す る法 的枠組 み を整備す る 「自衛隊法」 と、陸海空3

自衛隊の統合:運用 を開始す るための 「防衛庁設置法」 の両改正案が、2006年4月 の国会に
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提 出 され た。

これ らの 法 案 に よ っ て 、 日本 国 は北 朝 鮮 を仮 想 敵 国(lmaginaryHypotheticalEnemy)

と し た 防衛 体 制 に 入 っ た 。

国 会 で ミサ イ ル ・デ ィフ ェ ン スが 審 議 され る約1カ 月前 に 、 ア メ リ カ は地 上 配 備 型 ミサ

イ ルの 迎 撃 実 験 に 、3度 目の 失 敗 を した。 そ の 後 、 『ジ ャパ ン ・タ イム ズ』(2005年2月

26日)に 、 「Missiledefenseandciviliancontrol」(ミ サ イル 防 衛 と文民 統 制)と 題 す る社

説(EDITORIAL)が 載 った 。

Incidentally,theU.S.DefenseDepartment'srecentflighttestofaground・based

interceptormissilefailed.TheJapanesegovernmentsaystheU.S.anti-rnissilesystem

isdifferentfromtheshort-rangeinterceptorsystemJapanplanstointroduce.Yetthe

Japanesesystemisextraordinarilyexpensive.Itisessentia1,therefore,toconstantly

exarnineitscostsandbenefits.

「ア メ リ カ 国 防 総 省 に よ る 地 上 発 射 型 迎 撃 ミ サ イ ル の 実 験 は 失 敗 に 終 わ っ た 。 日 本 政 府

は 、 日 本 が 導 入 す る 短 距 離 迎 撃 シ ス テ ム は ア メ リ カ の 迎 撃 シ ス テ ム と 違 う と 言 う 。 し か し 、

そ れ は あ ま り に も 高 価 で あ る 。 そ の 費 用 対 効 果 を 十 分 研 究 す べ き で あ る:中 富 信 夫 訳 」

日本 国が、 アメ リカ との共同開発 の ミサ イル ・デ ィフェ ンスにかける予算 は、総額1兆

円以 ヒといわれている。 こうい った莫大 な費用 を要す るに も関 らず 日本の国土防衛 はこの

費用の一端 を担 う 「PAC3」 に頼 らざる をえないのである。

さて、弾道 ミサ イル防衛 を考 え るに当 たって検討 すべ きこ とは、弾 道 ミサ イル を探 知

してか らそれ を迎 撃す る まで 、正 確 で迅速 な対 応 を可能 とす る システ ムの構築 が 必要 と

なる。

9.弾 道ミサイルの探知

弾道 ミサイルはその探知か ら迎撃までの時間が非常に限られているので、発射後の弾道

ミサイルをできるだけ早 く探知することが重要である。そのためには、広範囲の探知網が

必要 となるが、それを常 に監視する人工衛星の活用が欠かせない。そのためには、 日本だ

けでは不十分な情報収集を米国の監視網を活用 して弾道 ミサイルの発射情報等を正確に捉

えるようにしなけれならない。

しか し、せっかく弾道 ミサ イルの発射状況 を探知 して も、それを最終的に破壊で きなけ
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れば無意味である。そこでそれを確実に実施するための 、指揮管制機能が重要となってく

る・そこで迎撃 ミサイルを確実に弾道 ミサ イル等 に命中させるために、発射後の弾道 ミサ

イル等の位置情報を刻々と 、迎撃部隊等に送信するシステムが必要 となる。

陪
O
O
刈

Z
ρ
ω

10.日 米の役割分担

情 報 の収 集 ・分析 につい ては、金 田(2003)に よる と、「それ ぞれが保有 す るセ ンサ ー

(衛星、地上 及び空 中 レー ダー、 イージ ス艦等)が 探知 した情報 を常 に 日米 で共有 しなけ

ればな らない。 また、迎撃 に関 しては、我 が国の迎撃機 能がいか なる もので あるか、米 国

がいか なる迎 撃部 隊等 を我が 国の周辺 に展 開す るか な どを、あ らか じめ 日米 間で調整 して

お く必要があ る」7)とい う。

また 、弾道 ミサ イル防衛 に関 しては、その特性 上、その指揮系統 か ら迎撃部隊 に至 るま

で、陸海空 自衛隊 での役 割分担 等 につ いて、新 た な専門の統合組織 を編 成す る必要が ある

と思われる。

11.ま とめ

2006年7月5日 午前4時59分 、米軍 の早期 警戒 衛星 が、北朝鮮北 東部の舞水端 里(ム

ス ダンリ)基 地 か ら、「テポ ドン2号 」 ミサ イルの発射 を捕 らえた。

日本 の安 全 保 障 に とっ て重 要 な の は、 米 国 を狙 うテ ポ ドン2号(射 程3,500か ら

6,000km)、 韓 国向けのス カッ ド(射 程300か ら500km)ミ サ イルではな く、 ノ ドン(射

程1,300km)ミ サ イルである。

今 回の 「ノ ドン」 と 「スカ ッ ド」 ミサ イル,計6発 全部が,北 朝鮮が意 図 した方向に順

調 に飛行 し落下 した との こ とで ある。 これは、 ノ ドン ・ミサ イル な どの性能 の信 頼性 が極

めて高い ことを意味 している。

北朝鮮 は、すで に ノ ドン ・ミサ イル を数百基 保有 し、 日本向 けに実戦配備 してい るが、

日本はそれ に対応 しきれ てい ない。

また、海上 自衛隊 は、今 回テ ポ ドン2号 ・ミサ イルの発射 も想定 して、 日本海 と太平洋

にイー ジス艦 を各1隻 を配置 してそれ に備 えた。 しか し、 ノ ドン ・ミサ イルを探知 で きて

も、迎撃態 勢は まだ未整備の状態であ る。防衛 省は、2006年 度末 にパ トリオ ッ トミサ イル

(PAC3)16基 、2007年 度 か らイージス艦4隻 にス タ ンダー ドミサ イル3(SM3)を 配 置

する予定 である。

最 後 に、2006年10月 に核実験 を行 った北 朝鮮 をは じめ、 中国、 ロシアな ど日本 を射程
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内に収める弾道 ミサイル、WMD(大 量破壊兵器)を 保有する国々が,我 が国周辺に存在

し、弾道 ミサイル攻撃やそれ らを政治的な桐喝や威嚇的外交に使用する可能性が、いよい

よ高 まってきた。

我が国としては、敵対的な国家等が攻撃可能な弾道 ミサイルを保持 している場合は、弾

道 ミサイルの使用を思いとどまらせるために,抑 止力 としての軍事力が必要 となる。また、

抑止が崩壊 したとき敵の弾道 ミサイル攻撃を無力化する必要性が出てくる。その方法とし

て、1)弾 道 ミサイルを発射する基地を直接攻撃 し、弾道 ミサイルを発射前に無力化する。

2)敵 が弾道 ミサイルを発射 した後 飛来した弾道 ミサイルを迎撃して無力化する。3)飛

来 して くる弾道 ミサ イルの迎撃に失敗 し、弾道 ミサイルが着弾 しても、被害を最小限に

とどめるために、防護 目標の欺購工作や欧米諸国では既に常識 となっている(核)シ ェル

ター設置の義務化、それもまず真 っ先に国会議事堂や皇居で実施 し、それを全国的に拡大

してい く、さらにシェルター等への避難訓練等をときどき実施することにより,日 本国民

の安全保障及び国防意識が高まると考える次第である。
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